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被
災
３
県
の
新
聞
社
、
岩
手
日
報
、
河
北
新
報
、
福
島
民
報
が
手

を
取
り
合
っ
て
、
被
災
地
に
笑
顔
を
広
げ
、
日
本
中
に
東
北
の
元
気

を
発
信
し
て
い
く
運
動
「
ス
マ
イ
ル
と
う
ほ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
６

月
上
旬
に
市
内
の
２
カ
所
に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
６
月
５
日
に
は
横
田
町
三
日
市
地
区
の
畑
に
、
地
域
住
民
や

横
田
保
育
園
の
園
児
ら
約
５
０
人
が
種
を
植
栽
。
参
加
者
は
、
真
夏

に
咲
き
誇
る
ひ
ま
わ
り
が
、
み
ん
な
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と

を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。

７ ７７ ７
◆
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24
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事
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計
予

算
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防
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国
営

防
災

メ
モ

リ
ア

ル
公

園
を

高
田

松
原

へ

◆
巻
末

派
遣

職
員

紹
介

～
上

田
哲

也
さ

ん
（

佐
賀

県
武

雄
市

）
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２０１２年（平成２４年）　１月１日号　②２０１２年（平成２４年）　７月１日号　②

　震災以降、数多くのボランティア団体・ＮＰＯが陸前高田での支援活動を行っています。

陸前高田市ネットワーク連絡会は、住民の皆さんから「見える支援」を前提に、市内で活動

する約９０　の支援団体と住民との情報共有・連携を図るための場として、昨年１２月より

活動を行ってきました。

　本連絡会では、支援関係に限ることなく、「皆さんが住みやすい陸前高田市」となるよう、

さまざまなテーマを協議していきたいと考えています。

■「どうしたらいいの？」をお伺いし
ます

○支援・地域活動に関して困ったことがある

がどこに問い合わせていいのかわからない。

○誰に頼んだらいいのか分からない。

　炊き出しや物資配布、サロンなど、いわゆ

る【支援】の範疇以外でも、ＮＧＯやＮＰＯ

などの支援団体は、それぞれ独自の能力・実

績があります。

　漠然とした話でも、対応できる団体につな

ぎ、複数の支援団体との協働チームを形成し

ます。市内に拠点を持つ団体、または地元中

心の団体が継続的に伺い、皆さんの課題の解

決をお手伝いします。

■コミュニティ交流のお手伝いも！

○自分たちでお茶っこサロンを開いてみた

い。

○住民交流イベントを企画したいので、相談

したい。

○他の地域の人、内陸に避難している人との

交流会を行いたい。 

　など、住民の皆さんが主体となる活動のお

手伝いをします。

■その他情報提供

○市内で行われるイベントのカレンダー作成

○市内で活動する支援団体の一覧表

○市民活動に関する助成金情報

毎月１～２回の定例会も行っています。

参加希望の人は問い合わせください。

【連絡先】陸前高田市ネットワーク連絡会事務局（担当：舩橋）
〒０２９－２２０２　陸前高田市横田町字狩集９６番地３　災害ボランティアセンター内

Email: rikutakanet@yahoo.co.jp　☎０１９２－５７ー７７３３ ＦＡＸ０１９２－５９ー２８１１

（※）

（※メーリングリスト登録で計上した団体数。定例会参加は３０～４０団体）

ネットワーク連絡会を

　　　　　活用してください

陸前高田市ネットワーク連絡会

“見える支援”の実現と住民の皆さんとの協働を目指して

ネットワーク連絡会ができること

住民の皆さんの復興をお手伝い！

ネットワーク連絡会を

　　　　　活用してください

住民の皆さんの復興をお手伝い！

ネットワーク連絡会ができること

陸前高田市ネットワーク連絡会陸前高田市ネットワーク連絡会陸前高田市ネットワーク連絡会



③

各団体の詳細な活動内容・連絡先は…

　①市役所内にある連絡会コーナーにて一覧表を配布しております。

　②事務局にお電話にて問い合わせ／ウェブページからダウンロード

　　http://rikutakanet.wordpress.com/ ダウンロード /

　※こちらの一覧表はネットワーク連絡会が集計した「団体紹介票」をもとに作成しています。

特定非営利活動法人いわて発達障害サポートセンタ
ーえぇ町つくり隊／健康生活ネットおおふなと／被
災地ＮＧＯ恊働センター／公益社団法人日本国際民
間協力会 ( ＮＩＣＣＯ、ニッコー ) ／日本障害フォー
ラム ( ＪＤＦ )・ＪＤＦいわて支援センター／ＮＰＯ
法人福祉フォーラム・東北／ロッツ ほか

岩手大学 ( 三陸復興推進室 ) ／災害被災地支縁非営利
団体えにしのざ／特定非営利活動法人ピースウィン
ズ・ジャパン／陸前高田産業支援デスク ( 名古屋市
役所市民経済局産業経済課 )　ほか

特定非営利活動法人いわて連携復興センター／いわ
て未来づくり機構 ( 公募型復興企画推進作業部会事
務局 ) ／認定ＮＰＯ法人ジャパン・プラットフォー
ム ( ＪＰＦ ) ／一般社団法人ＳＡＶＥ ＴＡＫＡＴＡ
／特定非営利活動法人夢ネット大船渡／陸前高田ま
ちづくり協働センター／ＮＰＯ法人陸前たがた八起
プロジェクト　ほか

みちのく衛生の会　ほか

特定非営利活動法人ＮＰＯ事業サポートセンター
Ｔｈｉｎｋ Ｆｕｔｕｒｅ　ほか

希望の花いわて３．１１プロジェクト／ＮＰＯ法人桜
ライン３１１／花の力プロジェクト　ほか

いたばし災害支援ネットワーク／癒しのプロ集団チ
ーム恵比寿／いわて生活協同組合／有志ボランティ
アチームえんやこーら／かながわ金太郎ハウス／岩
大Ｅ＿ｃｏｄｅ／ＮＰＯ法人グローバルヒューマン
／神戸大学学生ボランティア支援室／生活協同組合
コープあいち／ ＮＰＯ再生の里ヤルキタウン ( ＮＰ
Ｏ法人申請中 ) ／社団法人中越防災安全推進機構／
ＮＰＯ法人遠野まごころネット／日本国際ワークキ
ャンプセンター ( ＮＩＣＥ ) ／前田建設工業株式会社
ほか

岩手県司法書士会 ( 陸前高田司法書士相談センター )
／いわて三陸ひまわり基金法律事務所／認定ＮＰＯ
法人難民支援協会　ほか

今そこに落語と笑いを配達する演芸団／ＥＮ Ｐｒｏ
ｊｅｃｔ Ｊａｐａｎ ( エンプロジェクトジャパン )
／３１１まるごとアーカイブス／市民が考える復興
の会／公益社団法人 青年海外協力協会 ( ＪＯＣＡ、
ジョカ ) ／一般社団法ＳＡＶＥ ＩＷＡＴＥ／ＮＰＯ
法人陸前高田市支援連絡協議会ＡｉｄＴＡＫＡＴＡ
ほか

　昨年３月１７日の窓口開設以来、災害ボランティアセンターを通じて活動し

たボランティア人数の合計が１０万人を突破しました。（４月２８日付）全国各

地からまだたくさんの人が「少しでも陸前高田の役に立てれば」という気持ちで、

センターにお越しになっています。

　災害ボランティア関連で困っていることがあれば、問い合わせください。

ＮＰＯ法人 教育支援グループＥｄ．ベンチャー／教
育支援チーム「まつ」／認定ＮＰＯ法人国境なき子
どもたち ( Ｋ ｎ Ｋ ) ／公益社団法人シャンティ国際
ボランティア会／公益社団法人 セーブ・ザ・チルド
レン・ジャパン／にじのライブラリー／Ｐ＠ＣＴ／
ＮＰＯ法人ハマトラ横浜フットボールネットワーク
／特定非営利活動法人ＨＡＮＤＳ ( Ｈｅａｌｔｈ ａ
ｎｄ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｓｅｒｖｉｃｅ ) ／も
っちぃと森の仲間たち／㈱リコー　ほか

教育分野、子どもへの支援などをしています！

市社会福祉協議会　災害ボランティアセンター ☎０１９２－５７ー７７３３

健康相談・こころのケアなど医療、
福祉分野の支援をしています！

産業への支援などをしています！

支援者と地域をつなぐコーディネート、
支援団体への後方支援などをしています！

通院・買い物などの移動支援をしています！

花、緑に関する活動をしています！

法律相談などの支援をしています！

その他の活動をしている団体

パソコンのスキルアップなど、
ＩＴ関係の支援をしています！

ボランティア派遣・サロンなどの交流会運営
地域コミュニティづくりの支援をしています！

支援の力結集！市内で活動する支援団体
および地元で立ち上がる地域団体の紹介

災害ボランティアのことなら…

災害ボランティアセンターを活用ください

支援の力結集！市内で活動する支援団体
および地元で立ち上がる地域団体の紹介



２０１２年（平成２４年）　７月１日号　④

給水収益
23,135 万円
（72.0％）

他会計補助金
4,258 万円（13.2％）

手数料
2,171 万円（6.8％）

受託小規模給水事業収益
231 万円（0.7％）

その他の収入
2,351 万円
（7.3％）

減価償却費
14,621 万円
（33.4％）

配水・給水費
9,641 万円
（22.0％）

企業債利息
5,870 万円（13.4％）

受託小規模給水事業費用
231 万円
（0.5％）

事業運営に必要な諸費用
7,534 万円
（17.2％）

原水・浄水費
5,891 万円
（13.5％）

収
入
収
入

支
出
支
出

収
入
収
入

支
出
支
出

収益的収支収益的収支

総支出４億３,７８８万円　総収入３億２,１４６万円
総収入－総支出＝△１億１,６４２万円（純損失）

資本的収支資本的収支

総支出３億５,５０９５万円　総収入３億５,０９５万円

改良工事費
15,443 万円
（44.0％）

企業債元金償還金
19,367 万円
（55.2％）

企業債利息
5,870 万円（13.4％）

企業債元金償還金
19,367 万円
（55.2％）

企業債 5,200 万円
（14.8％）

営業設備費
285 万円
（0.8％）

他会計補助金
2,136 万円（6.1％）

補償金
1,600 万円（4.6％）

負担金
800 万円
（2.3％）

（※６）　 
当年度損益勘定
留保資金
25,359 万円
（72.2％）

（※６）　 
当年度損益勘定
留保資金
25,359 万円
（72.2％）

給水収益
23,135 万円
（72.0％）
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4,258 万円（13.2％）

手数料
2,171 万円（6.8％）

受託小規模給水事業収益
231 万円（0.7％）

その他の収入
2,351 万円
（7.3％）

減価償却費
14,621 万円
（33.4％）

配水・給水費
9,641 万円
（22.0％）

企業債利息
5,870 万円（13.4％）

受託小規模給水事業費用
231 万円
（0.5％）

事業運営に必要な諸費用
7,534 万円
（17.2％）

原水・浄水費
5,891 万円
（13.5％）
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出
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収
入
収
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支
出
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総支出４億３,７８８万円　総収入３億２,１４６万円
総収入－総支出＝△１億１,６４２万円（純損失）

資本的収支資本的収支

総支出３億５,５０９５万円　総収入３億５,０９５万円

改良工事費
15,443 万円
（44.0％）

企業債元金償還金
19,367 万円
（55.2％）

企業債利息
5,870 万円（13.4％）

企業債元金償還金
19,367 万円
（55.2％）

企業債 5,200 万円
（14.8％）

営業設備費
285 万円
（0.8％）

他会計補助金
2,136 万円（6.1％）

補償金
1,600 万円（4.6％）

負担金
800 万円
（2.3％）

（※６）　 
当年度損益勘定
留保資金
25,359 万円
（72.2％）

（※６）　 
当年度損益勘定
留保資金
25,359 万円
（72.2％）

　

水
道
事
業
の
運
営
は
、
水
道

料
金
を
主
と
し
た
給
水
収
益
で

賄
わ
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
約

二
億
三
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

市
か
ら
は
他
会
計
補
助
金
と
し

て
、
事
業
の
拡
大
に
伴
う
（
※
３
）

企
業
債
（
借
金
）
に
対
す
る
利
息

分
の
一
部
の
補
助
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

　

原
水
・
浄
水
費
は
、
水
の
水
質

保
全
に
要
す
る
費
用
で
す
。
水
源

地
下
の
揚
水
設
備
や
塩
素
滅
菌
設

備
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
内
七
カ
所
に
あ
る
水
源
で
は

毎
月
水
質
検
査
を
行
い
、
水
質
管

理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
塩
素
滅
菌
だ
け
で
は
退

治
で
き
な
い
「（
※
４
）
ク
リ
プ

ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
の
寄
生

虫
対
策
と
し
て
、
各
施
設
に
設
置

し
て
い
る
濁
度
計
に
よ
り
監
視
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

配
水
・
給
水
費
は
、
給
配
水
施

設
の
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
で

す
。
主
な
事
業
と
し
て
、
配
水
池
、

ポ
ン
プ
場
の
維
持
管
理
や
配
水
管

な
ど
の
漏
水
修
理
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
減
価
償
却
費
や
人

件
費
、
水
道
料
金
収
納
に
要
す
る

諸
経
費
、
企
業
債
利
息
、（
※
５
）

受
託
小
規
模
給
水
事
業
費
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

　

資
本
的
収
入
の
主
な
財
源
は
、

企
業
債
（
借
金
）
や
市
か
ら
の
補

助
金
、
工
事
に
対
す
る
補
償
金
な

ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
債
は
、

配
水
管
整
備
事
業
、
水
道
施
設
整

備
事
業
で
五
千
二
百
万
円
を
借
り

入
れ
ま
す
。
市
か
ら
の
補
助
金
は
、

企
業
債
元
金
償
還
金
の
一
部
に
充

当
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

　

建
設
改
良
工
事
で
は
、
耐
用
年

数
を
経
過
し
た
配
水
管
や
老
朽
化

し
た
設
備
を
計
画
的
に
更
新
し
、

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
大
隅
地
区
の
配
水
管

布
設
工
事
、
三
陸
縦
貫
道
整
備
工

事
に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
度
末
の
企
業
債
残
高

は
、
約
二
十
二
億
三
千
九
百
万

円
で
す
が
、
定
め
ら
れ
た
償
還

期
日
に
計
画
的
に
返
済
し
て
い

ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
事
業
運
営
を
行
う
た
め
の
「（
※
１
）
収
益
的
収
入
・
支
出
」
と
建
設
工
事
を
行
う

た
め
の
「（
※
２
）
資
本
的
収
入
・
支
出
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
末
現
在
の
給
水
件
数
は
、
約

五
千
八
百
件
で
す
。
水
道
事
業
所
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
安
心
、
そ
し
て
、
安
定
し
た
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
い
っ
そ
う
信
頼
さ
れ
る
水
道
事
業
の
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

「
安
全
・
安
心
・
安
定
」
が
合
言
葉
　
た
か
た
の
水
道

収
益
的
収
支

（
水
道
事
業
の
運
営
に
関
す
る
も
の
）

◆  

収
　
入  

◆

◆  

支
　
出  

◆

◆  

支
　
出  

◆

資
本
的
収
支

（
建
設
改
良
工
事
に
関
す
る
も
の
）

◆  

収
　
入  

◆

「
安
全
・
安
心
・
安
定
」
が
合
言
葉
　
た
か
た
の
水
道



⑤

Ｑ：水道から白い水が出る。

Ａ：水が白い場合、透明な容器にそそぎ、

しばらく放置してみてください。沈でん

物がなく、下から透明になっていく場合、

水道水中の空気が細かい気泡となり、白

く見えたと考えられます。この場合、飲

用に差し支えありません。

Ｑ：水道から赤い水が出る。

Ａ：赤い水は、鉄管（亜鉛鋼管）の腐食や、

水道管の工事などのため水の流れが変わ

ったことにより出る場合があります。赤

さびである水酸化第一鉄、水酸化第二鉄

は健康にほとんど影響がありません。赤

さびは水道水に着色障害をあたえるとと

もに、金属味、苦味などの不快な味を与

えます。バケツ一杯程度流して透明にな

るようであれば飲用に差し支えありませ

ん。

　長期不在の場合や冬期間

の凍結・漏水防止のために、

不凍水抜栓を閉める際に、

中途半端に開閉すると、水

が地下に流れ続ける場合が

あります。開閉する際は、

水抜栓のハンドルが止まる

まで回してください。

　市水道の配管と自家水の配管を接続す

ることは、水道法で禁止されています。

万一、自家水が病原菌などに汚染されてい

ると、水道の本管を通り広範囲に伝染する

危険がありますので、絶対にやめましょう。

○水道の使用開始や中止などの手

続き、水道料金に関すること

業務係（内線４３１・４３２）

○漏水事故や水道工事、水質管理

に関すること

工務給水係（内線４３３・４３４）

【
用
語
解
説
】

※
１　

収
益
的
収
入
・
支
出
＝
水
道

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
消
費
的
な
経
費
。

※
２　

資
本
的
収
入
・
支
出
＝
後
に

資
産
（
財
産
）
と
し
て
運
用
さ
れ
る

も
の
に
か
か
る
経
費
。

※
３　

企
業
債
＝
公
営
企
業
の
事
業

運
営
に
対
す
る
国
な
ど
か
ら
の
借
金
。

※
４　

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
＝

人
畜
の
内
臓
に
寄
生
し
、
下
痢
な
ど

の
症
状
を
発
生
さ
せ
る
原
生
生
物
。

※
５　

受
託
小
規
模
給
水
事
業
＝
市

が
建
設
し
た
水
道
施
設
を
水
道
事
業

所
で
維
持
管
理
し
て
い
る
も
の
。
米

崎
町
佐
野
地
区
の
一
部
が
該
当
。

※
６　

損
益
勘
定
留
保
資
金
＝
減
価

償
却
費
な
ど
資
産
管
理
に
伴
う
費
用

の
う
ち
、
現
金
の
出
し
入
れ
を
伴
わ

な
い
費
用
を
積
み
立
て
て
お
き
、
資

本
的
支
出
の
不
足
額
に
充
て
る
も
の
。

よくある質問Ｑ＆Ａ不 凍 水 抜 栓 の 操 作不 凍 水 抜 栓 の 操 作 よくある質問Ｑ＆Ａ

市水道と自家水の配管の

接続は禁止されています！

市水道と自家水の配管の

接続は禁止されています！

市水道と自家水の配管の

接続は禁止されています！

水道に関する問い合わせは

　震災により、住宅が全壊または半壊 ( 解体した場合に限る ) した世帯で、安全な場所に一戸建ての住宅

（併用住宅で床面積の合計の２分の１以上を居住の用に供するものを含む）を建設する場合、その水道工事

費の一部に対し補助金を交付します。（市が実施する防災集団移転促進事業、区画整理事業対象者は除く）

▽交付対象

　⑴　住宅が全壊または半壊した世帯で、被災者生活再建支援金（１００万円、単数世帯７５万円） およ 

　　び加算金（２００万円、単数世帯１５０万円） を受領した者、またはこれを申請中の者

　　※住宅を建設しなければ、原則補助金は認められません。

　⑵　その他、⑴の者と同等と認められる場合

▽交付対象工事など

　⑴　配水管から第１止水栓までの給水管布設工事

　⑵　水道の安定給水を図るためポンプ、受水槽などの設置が必要な工事

　⑶　平成２３年４月以後の工事で、水道が完備されている土地を購入した場合における⑴、⑵の工事費

　⑷　給水区域以外の区域に設置する飲用に供する井戸などの自家水道工事（実績報告書に水質検査報

　　告書を添付。飲用不可の場合補助金は交付できません）

▽補助金の額　限度額２００万円（受益者が複数人いる場合は、個人が負担すべき額）

▽その他　補助金の交付申請は、平成２３年４月１日以後の工事から遡及して対象となります。また、こ

　の制度は、平成３１年３月３１日まで施行します。

　詳しくは、水道事業所（内線４３０）まで。

… 高台移転にかかる水道工事費補助金交付制度 …



２０１２年（平成２４年）　７月１日号　⑥

　「国営防災メモリアル公園を陸前高田市に誘致する会」（会長伊藤明彦：防災メモリアル公園誘致推進

議員連盟会長）が、市内外から寄せられた署名を国の関係省庁に提出し、国営によるメモリアル公園整

備を要請しました。

【国営防災メモリアル公園を陸前高田市に誘致する会】
　国営メモリアル公園誘致を市民から盛り上げていくことを目的に、今年４月に発足。ＰＲ用横断幕

（下図）の設置、「名勝高田松原」と「奇跡の一本松」作品展の開催、関係イベントでのＰＲなどを行

っています。

※誘致する会の活動は以下のブログに掲載されています。

　ぜひご覧ください↓

【問い合わせ先】都市計画課（内線４６１）

復興庁では平野達男復興大

臣に直接要請書を提出。「市

民の皆さんの気持ちを重く

受け止める」と平野大臣

財務省では香川俊介大臣官

房長に要請書を提出。「震災

については私も心を痛めて

いる。想いは理解しました」

と香川大臣官房長

http://rikutaka-park.blogspot.jp/

署名数　３３，６７３筆
（内訳　市内：１４，７３５筆、市外・県外：１８，９３８筆）

▽署名活動

　署名活動は５月に始まり、１カ月足らずの間に３万筆を超える署名が

寄せられました。市内では住民の約７割の人に協力いただき、また、賛

同する全国各地の自治体や、個人からも多大なご協力をいただきました。

▽国の関係省庁に要請

　要請書は関係省庁に、署名簿はメモリアル公園

を担当する国土交通省に提出しました。平野復興

大臣をはじめとした幹部の皆様に対応いただき、

誘致する会の役員が署名に協力した皆さんの想い

を伝えました。

　　【要請先】

　　　６月１日　復興庁岩手復興局

　　　６月５日　国土交通省東北地方整備局

　　　６月６日　復興庁

　　　　　　　　財務省

　　　　　　　　国土交通省

６月６日に国土交通省で津島恭一国土交通大臣政務官に署名と要請書を

提出。津島大臣政務官は「高田松原の大切さ、理解しました」と回答し

ました。（左から黄川田徹衆議院議員、津島大臣政務官、伊藤明彦会長、

戸羽太市長、鈴木善久副会長、熊谷光人副会長、佐々木美代子幹事）

「高田松原地区に国営による防災メモリアル公園整備を求める署名」を
国の関係省庁に提出しました。

国営メモリアル公園を高田松原へ



⑦

行政区 協　議　会　名

　市は、高田地区と今泉地区において、被災した土地を新たに被災市街地復興土地区画整理事業で整備

することにしていますが、そのうち、先行して今年２月に都市計画決定をを行った区域（下図参照）の

事業計画（案）説明会を次のとおり開催します。（説明会は地権者が対象ですが、誰でも傍聴できます）

▽日時

　・高田地区（先行地区）…７月１９日（木）午後６時３０分から

　・今泉地区（先行地区）…７月２０日（金）午後６時３０分から

▽場所　市役所４号棟第６会議室

▽内容　土地区画整理事業の内容について、今後のスケジュールなど

この地区以外は、現在のところ計画段階です

　詳しくは、都市計画課区画整理係（内線４６２、４６３）まで。

二日市仮設団地談話室

広田コミセン

矢作中学校仮設団地

高田高校仮設団地

矢作小学校仮設団地

横田中学校仮設団地

竹駒小学校仮設団地談話室

広田コミセン

開　催　日
時間：午前１０時～正午 時間：午後１時３０分～３時３０分

米崎小学校仮設団地集会所

　６日（金）

１０日（火）

１３日（金）

１７日（火）

２０日（金）

２４日（火）

２７日（金）

３１日（火）

モビリアセンターハウス

佐野仮設団地 ( 米崎町 ) 集会所

上長部仮設団地談話室

開　　催　　場　　所

　詳しくは、ハローワーク大船渡就職支援ナビゲーター（☎２７－４１６５）まで。

事業計画 ( 案 ) 説明会のお知らせ

高田地区および今泉地区土地区画整理事業

事業計画 ( 案 ) 説明会のお知らせ

ハローワーク就職支援相談会 ( ７月 )



２０１２年（平成２４年）　７月１日号　⑧

対　　象　　地　　区 会　　　場 受　付　時　間曜日日月

７

８

竹駒町１～ 7区

竹駒地区各仮設住宅入居者

矢作町１～７区

下矢作地区各仮設住宅入居者

矢作町８～１１・１５・１６区・矢作中仮設入居者

矢作町１２～１４区

高田町１～６区

第一中仮設・栃ケ沢仮設入居者

高田町７～１３区

高田高校グラウンド仮設・西和野・太田仮設入居者

高田町１４～１７区

サンビレッジ仮設・大隅・中和野仮設入居者

横田町５～８区

横田地区各仮設住宅入居者

横田町１～４区

気仙町１１～１４区

気仙町１～１０区

長部地区各仮設住宅入居者

広田町１～８区

広田小学校仮設住宅・他仮設入居者

広田町９～１５区

旧広田水産高校仮設住宅・他仮設入居者

小友町１～１０区

小友地区各仮設住宅入居者

指定日に受診できない人

米崎町１～５乙区

米崎中仮設住宅・他仮設入居者

米崎町６～１１区

米崎小仮設住宅・他仮設入居者

指定日に受診できない人

指定日に受診できない人

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

１

２

竹駒コミセン

下矢作コミセン

矢作コミセン

生出コミセン

市役所
３号棟第１会議室

市役所
３号棟第１会議室

市役所
３号棟第１会議室

横田コミセン

横田コミセン

長部コミセン

長部コミセン

喜多公民館

喜多公民館

小友コミセン

市役所
３号棟第１会議室

米崎コミセン

米崎コミセン

市役所
３号棟第１会議室

市役所
３号棟第１会議室

６：００～８：００

　昨年震災の影響で実施できなかった胃がん検診を、下表のとおり実施します。是非この機会に受診し、

健康管理に留意しましょう。

※検診が混み合わないように、対象地区を設定していますが、指定日時に受診できない場合は、日程内

の都合の良い日に受診してください。

▽検査内容　バリウムによるエックス線間接撮影

▽一部負担金　２，０００円

▽一部負担金免除対象者

　・被災した人のうち、「医療費の一部負担金等免除証明書」を持っている人

　・り災証明書を持っている人 ( ただし、一部損壊は除く )

　・生活保護世帯の人

　・市民税非課税世帯の人

　・重度心身障害者医療費受給者証を持っている人

　・７０歳以上の人

▽持ち物　問診票、医療費の一部負担金等免除証明書、り災証明書（一部損壊は除く）、重度心身障害者

医療費受給者証（該当する人）、印鑑（非課税などの申請を行う人のみ）

　詳しくは、健康推進課保健係（内線２４０、２４１、２４２、２４３）まで。

胃がん検診日程表平成２４年度



⑨

紙 上 年 金 教 室紙 上 年 金 教 室

７月１９日（木）市役所３号棟 第１会議室　午前１０時３０分～午後３時３０分
※相談は事前に予約が必要です。申込先は一関年金事務所（☎０１９１－２３ー４２４６）

平成２４年７月

社会保険相談日程

業　務　内　容

資　格　要　件

選　考　方　法

審　　査　　日

審　査　場　所

申し込み・問い合わせ先

募　集　人　数

勤　務　場　所

報　酬　な　ど

勤　務　時　間

雇　用　期　間

休　暇　な　ど

加　入　保　険

介　護　支　援　専　門　員

受付期間

提出書類
応募手続き

陸前高田市地域包括支援センターでの要支援者の介護予防ケアマネジメント業務

・市内およびその周辺地域に在住の人で、介護支援専門員資格を有する人

・普通自動車運転免許

〒０２９ー２２９２　
陸前高田市高田町字鳴石４２番地５
民生部長寿社会課高齢福祉係　　０１９２ー５４－２１１１（内線２０４）

月曜日から金曜日までの午前９時から午後４時まで（休憩時間６０分）。ただし、

週２９時間勤務

月　額　１８万円程度

平成２４年８月１日から平成２５年３月３１日まで

非常勤職員人事事務取扱要項の規定による日数

健康保険（介護保険含む）、厚生年金保険、雇用保険

履歴書を持参または郵送で提出のこと

書類審査、面接審査

７月２４日（火）

市役所３号棟第３会議室

７月１１日（水）から２０日（金）まで

市役所長寿社会課

１　人

勤
務
条
件
な
ど

●平成２４年度の免除等の申請

を開始しました。

　経済的な理由などで国民年金

保険料を納付することが困難な

場合には、申請により保険料の

納付が免除や猶予となる「保険

料免除制度」や若年者（３０歳未

満）納付猶予制度」があります。

　保険料の免除や猶予を受け

ず、保険料の納め忘れの状態で、

万一、障がいや死亡といった不

慮の事態が発生すると、障害基

礎年金や遺族基礎年金が受けら

れない場合があります。

　平成２４年度の免除などの

受け付けは７月１日から開始

され、平成２４年７月から平成

２５年６月までの期間を対象と

して審査します。

　また、申請は原則として毎年

度必要です。

　免除を希望する人や免除を受

ける際における相談などは、市

民環境課か最寄りの年金事務

所、社会保険相談にお越しくだ

さい。

●平成２３年度の免除などの申

請は７月末までです。

　平成２３年７月から平成２４

年６月分までの期間についての

申請は７月末までです。

　手続きがまだの人は、早めに

市民環境課までお越しくださ

い。

●学生には学生納付特例制度も

あります。

　学生の人は、所得が少ないな

どの理由で国民年金保険料を納

めることが経済的に困難な場合

が多いため、在学期間中の保険

料の納付を猶予する「学生納付

特例制度」があります。

　対象になる人は、大学などに

在学する２０歳以上の方人で、

本人の前年所得が１１８万円以

下の人です。

　学生証 ( コピーも可 ) を持参

の上、申請してください。 

平成２４年度の免除申請受付スタート！！

　市は、８月採用の介護支援専門員を募集します。

介護支援専門員（非常勤嘱託職員）を募集
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日 地区名 時　　　　間 駐　車　場　所
長部・気仙小学校    

長部小仮設住宅    

米崎保育園・高田保育所    

高寿園    

米崎小学校    

黄川田敦子さん宅    

矢の浦公民館前    

広田小学校・広田中学校    

広田保育園

鈴木恭子さん宅    

野露篤子さん宅    

横田小学校    

本宿会館    

長部保育所    

上長部地区仮設住宅    

松原苑    

米崎中学校    

米崎中学校仮設住宅    

小友小学校・小友中学校    

小友保育所    

東部デイサービス    

矢作小学校    

希望ヶ丘病院    

高田小学校    

下矢作保育園    

６区公民館    

横田保育園    

サンビレッジ    

シェリール    

竹駒小学校    

西部デイサービス    

矢作保育所（阿部商店前）    

石橋屋商店  

気仙町牧田

米崎町川内

高田町東和野

米崎町川内

小友町沢辺

小友町矢の浦

広田町大久保

横田町志田実

横田町本宿

気仙町牧田

気仙町上長部

高田町中田

米崎町神田

小友町宮崎

小友町柳沢前

小友町財当

矢作町神明前

高田町大隅

高田町下和野

矢作町諏訪

矢作町東角地

横田町黄金山

高田町山苗代

竹駒町相川

竹駒町仲の沢

竹駒町相川

矢作町二又

矢作町沖

１１日（水）

１２日（木）

１３日（金）

１８日（水）

１９日（木）

２０日（金）

２５日（水）

１０：１５～１０：４０

１０：４５～１１：１５

１３：２０～１４：００

１４：３０～１５：００

１０：１０～１０：４５

１１：００～１１：２０

１１：３０～１１：５０

１３：０５～１３：４０

１３：５０～１４：２０

１４：３０～１５：００

１０：００～１０：２０

１０：２５～１０：５０

１１：００～１１：３０

１３：２０～１３：５０

１４：１０～１４：５０

　９：５０～１０：２０

１０：３０～１０：５５

１１：００～１１：３０

１３：０５～１３：４５

１３：５０～１４：２０

１４：３０～１５：００

１０：１０～１０：４５

１１：００～１１：３０

１３：１０～１３：３０

１３：５０～１４：２０

１４：３０～１５：００

１３：４０～１４：１０

１４：４０～１５：１０

　９：３０～１０：００

１０：１５～１０：４５

１１：００～１１：３０

１３：３０～１４：００

１４：３０～１５：００

　５月の最終水曜日はチャレンジデー。昨年は震災の影響で参加

することができませんでしたが、今年は５月３０日（水）に開催

され、２年ぶりに参加しました。

　１３回目の参加となった今回は、各地区、仮設住宅でラジオ体

操や草刈り作業などが行われたほか、ゲートボール、グラウンド・

ゴルフ大会、フットサル気仙地区決勝トーナメント、太極拳、フ

ィットネス体操、ソフトテニス教室を開催。旧陸前高田駅前では

建設業協会が催したラジオ体操に約３３０人が参加するなど総

勢１１, ８３０人の参加がありました。

　また、山梨県甲斐市では、「甲斐市民の『想い』を東北につ

なぐ」という趣旨で、参加者が甲斐市から本市までの直線距離

（４６３．５キロ）を走破する「想いのリレー」というイベントが

開催されました。イベント終了後には、リレーに使用された『た

すき』と甲斐市特産『赤坂トマト』が本市に届けられ、６月５日

（火）の学校給食で市内の小中学校生に振るまわれました。

　このチャレンジデーを機会に、今後も地域での交流、健康づく

りのため暮らしの中に運動を取り入れていきましょう。

　詳しくは、生涯学習課（内線２５１）まで。

愛好家たちが集まったグラウンド・ゴルフ

甲斐市のトマトを給食で堪能

　職場や、仮設住宅など、移動図書館を利用したい団体を募集しています。

　日程表に組み入れて巡回しますので、図書館（☎５４－３２２７）に申し込みください。

チャレンジデー

２０１２目標達成！ 参加率５６．３％目標達成！ 参加率５６．３％

　７月の移動図書館 ……
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期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

７月　５日（木）

７月　７日（土）

７月　８日（日）

７月１１日（水）

７月１２日（木）

７月１４日（土）

７月１５日（日）

７月１８日（水）

７月１９日（木）

７月２１日（土）

７月２２日（日）

７月２５日（水）

７月２６日（木）

７月２８日（土）

７月２９日（日）

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

内科系、外科系、小児科    

内科系、小児科、心療内科、※子どもの心    

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科    

小児科、泌尿器科    

内科系、外科系    

内科系、小児科、心療内科、※子どもの心    

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科    

外科系、小児科、※子どもの心    

内科系、泌尿器科    

内科系、外科系、小児科、心療内科、※子どもの心    

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科    

小児科、泌尿器科    

内科系    

内科系、小児科、心療内科    

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科、※子どもの心  

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側で診療所を開設しています。７月の診療日程は下表のとお

りです。

※１．７月から新たに子どもの精神的なサポートを目的として、県内外の専門医による「子どもの心のケ

　ア」の診療科を開設しました。原則として事前予約制になりますので、当診療所に問い合わせください。

※２．診療科は、日によって異なります。また、都合で変更になる場合があります。

　詳しくは、高田診療所（☎５３－２１１０）まで。※診療日のみ通話可

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 ７月の診療日程岩手県医師会高田診療所

　２０代～３０代で増加している子宮頸がんを予

防し、重症化の予防および死亡数の減少を図るた

めにワクチン料金の助成を実施しています。

▽対象者　市内に住所がある人で中学１年生から

高校１年生

▽実施期間　平成２５年３月３１日まで

▽実施方法　接種希望者は、直接各医療機関に予

約をお願いします。

▽実施医療機関　いとう耳鼻咽喉科クリニック・

岩淵内科医院・地ノ森クリニック・菊池医院・菊

田外科医院・山浦医院・山崎内科医院・県立大船

渡病院・県立高田病院・大津小児科医院・星こど

もクリニック

▽償還払い　気仙地区管外の医療機関で接種した

人は、接種後に補助を受け取ることのできる「償

還払い」の申請手続きが必要です。

・受付窓口　健康推進課保健係

・必要書類など　①接種済証（母子健康手帳に証

明を受けた人は母子健康手帳）、②領収書、③振込

口座通帳、④印鑑

※予防接種終了後は速やかに申請をお願いします。

詳しくは、健康推進課保健係（内線２４２）まで。

　乳幼児のヒブ細菌性髄膜炎や、肺炎球菌による

肺炎の重症化の予防および死亡数の減少を図るた

めに、ワクチン料金の助成を実施しています。

▽対象者　市内に住所がある人で、両ワクチンと

も生後２カ月～５歳未満の子ども

▽実施期間　平成２４年７月１日～平成２５年３

月３１日

▽実施方法

　・接種希望者は、直接各医療機関に予約をお願

　いします。

　・接種開始年齢により、接種回数が異なります

　ので、医師と相談のうえ接種してください。

▽実施医療機関　県立大船渡病院・県立高田病院・

大津小児科医院・星こどもクリニック

▽償還払い　気仙地区管外の医療機関で接種した

人は、接種後に補助を受け取ることのできる「償

還払い」の申請手続きが必要です。

・受付窓口　健康推進課保健係

・必要書類など　①接種済証（母子健康手帳に証

明を受けた人は母子健康手帳）、②領収書、③振込

口座通帳、④印鑑

※予防接種終了後は速やかに申請をお願いします。

詳しくは、健康推進課保健係（内線２４２）まで。

子宮頸がんワクチン予防接種費を公費負担
ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
　　　　　　　　　　予防接種費を公費負担

ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
　　　　　　　　　　予防接種費を公費負担

子宮頸がんワクチン予防接種費を公費負担
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県
で
は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ

る
人
が
入
居
し
て
い
る
応
急
仮
設

住
宅
に
お
い
て
、
手
す
り
や
ス
ロ

ー
プ
の
設
置
な
ど
が
必
要
な
場
合

に
改
修
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

※
相
談
は
社
会
福
祉
課
（
内
線

２
３
１
、
２
３
２
）
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
相
談
可
）。

　

ま
た
、
ド
ア
の
閉
ま
り
が
悪
い

な
ど
の
不
具
合
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
保
守
管
理
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
１
２
０
ー
７
６
６
ー

８
８
０
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
と
市
で
は
、
本
年
度
の
計
量

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
職
務
内
容　

市
内
の
店
舗
で
購

入
し
た
食
品
の
う
ち
、
検
査
対
象

に
な
る
も
の
の
内
容
量
を
検
査

し
、
計
量
モ
ニ
タ
ー
購
入
商
品
日

誌
に
記
入
し
、
市
に
報
告
し
ま
す
。

※
検
査
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」

は
、
県
か
ら
貸
与
さ
れ
ま
す
。
ま

た
計
量
方
法
に
つ
い
て
、
簡
単
な

説
明
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
誰
で

も
モ
ニ
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▽
募
集
資
格　

市
内
に
居
住
し
て

い
る
人

▽
募
集
人
員　

五
人

▽
モ
ニ
タ
ー
期
間　

九
月
一
日

（
土
）
～
九
月
三
十
日
（
日
）

▽
謝
礼　

五
千
円

▽
応
募
方
法　

七
月
二
十
七
日

（
金
）
ま
で
に
商
工
観
光
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
同
課
商
工
労
働
係

（
内
線
２
７
１
）
ま
で
。

　

県
内
に
在
住
す
る
視
覚
障
が
い

者
が
一
堂
に
参
集
し
、
よ
り
よ
い

社
会
参
加
と
自
立
に
向
け
て
、
視

覚
障
が
い
者
を
取
り
巻
く
問
題
点

に
つ
い
て
討
議
し
、
福
祉
の
向
上

を
図
る
た
め
、
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

▽
期
日　

七
月
二
十
二
日(

日)

▽
場
所　

盛
岡
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

▽
日
程

・
受
け
付
け　

午
前
九
時

・
講
演
会　

午
前
十
時
三
十
分
～

正
午

※
講
師
は
社
会
福
祉
法
人
日
本
盲

人
会
連
合
会
長
竹
下
義
樹
氏
（
日

本
初
の
全
盲
弁
護
士
）

・
昼
食
・
休
憩　

正
午
～
午
後
零

時
四
十
五
分

・
大
会　

午
後
零
時
四
十
五
分
～

二
時
三
十
分

　

詳
し
く
は
、
大
会
事
務
局　
　

（
県
視
覚
障
害
者
福
祉
会
館
、
☎

０
１
９
ー
６
５
２
ー
７
７
８
７
）

ま
で
。

　

大
船
渡
地
区
被
災
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
被
災
者
の
皆
さ

ん
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
問

い
合
わ
せ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
相
談
時
間　

平
日
午
前
九
時
～

午
後
五
時

▽
専
門
家
相
談
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
月
曜
日　

土
地
家
屋
調
査
士
（
第

二
・
第
四
週
の
み
）

・
火
曜
日　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー

・
水
曜
日　

弁
護
士

・
木
曜
日　

司
法
書
士

・
金
曜
日　

建
築
士
（
第
二
・
第

四
週
の
み
）

※
専
門
家
相
談
は
、
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
。
一
組
四
十
分

程
度
、
原
則
事
前
予
約
制

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

大

船
渡
地
区
被
災
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
合
同
庁
舎
一
階
）（
☎

０
１
２
０
ー
９
３
７
ー
７
０
０
、

ま
た
は
☎
２
７
ー
９
９
１
１
）

　

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
は
、
サ
マ
ー
史
上
最
高
額
の
一

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
五
億
円
で

す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

▽
発
売
期
間　

七
月
九
日
（
月
）

～
二
十
七
日
（
金
）

▽
抽
選
日　

八
月
七
日
（
火
）

▽
支
払
開
始
日　

八
月
十
三
日

（
月
）

※
昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
お
よ
び
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
の

時
効
が
八
月
十
四
日
（
火
）
に
迫

っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
換

金
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の
年
齢
に
合
わ
せ

た
絵
本
や
、
今
の
季
節
に
お
す
す

め
し
た
い
絵
本
を
紹
介
す
る
一
般

の
人
を
対
象
と
し
た
絵
本
講
座
を

行
い
ま
す
。

▽
日
時　

七
月
十
九
日
（
木
）
午

後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

▽
場
所　

陸
前
高
田
こ
ど
も
図
書

館
ち
い
さ
い
お
う
ち
（
竹
駒
コ
ミ

セ
ン
隣
）

▽
講
師　

う
れ
し
野
こ
ど
も
図
書

館
室
理
事
長 

高
橋
美
智
子
氏
ほ
か

▽
定
員　

二
十
五
人

▽
そ
の
他　

参
加
料
は
無
料
で

す
。
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
参

加
申
込
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

陸

前
高
田
こ
ど
も
図
書
館
ち
い
さ
い

かんの　ゆうと
ちゃん

いしかわ　れん
ちゃん

くまがい　るか
ちゃん

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
二
十
四
年
六
月
健
診
分
①

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

障
が
い
者
世
帯
が
対
象
で
す

仮
設
住
宅
の
改
修
を
実
施

食
品
の
内
容
量
の
検
査
を
し
ま
す

計
量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
中

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

県
視
覚
障
害
者
福
祉
大
会

大
船
渡
地
区
合
同
庁
舎
か
ら

被
災
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
案
内

間
も
な
く
販
売
開
始

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

子
ど
も
た
ち
に
出
会
っ
て
ほ
し
い
絵
本

ス
キ
ッ
プ
♪
ス
キ
ッ
プ
♪
絵
本
講
座



⑬

お
う
ち
（
☎
５
４
ー
３
２
２
７
）

ま
で
。

　

社
会
福
祉
課
で
は
、
平
成

二
十
二
年
度
に
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会
を
受
講
し
た
人
を
中
心

に
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
主
サ

ー
ク
ル
の
再
開
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
平
成
二
十
二
年
度
の
研
修
会

受
講
者
名
簿
を
含
む
す
べ
て
の
資

料
を
失
っ
た
た
め
、
自
主
サ
ー
ク

ル
再
開
に
向
け
た
お
知
ら
せ
が
で

き
な
い
状
態
で
す
。

　

震
災
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
変
調

で
、
傾
聴
へ
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
当
課
で
は
、
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
す
る
と
と

も
に
、
自
主
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー

が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
受

講
し
た
人
は
次
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
連
絡
期
間　

七
月
三
十
一
日

（
火
）
ま
で

▽
連
絡
先　

社
会
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係
（
内
線
２
３
２
）

　

山
田
町
、
陸
前
高
田
市
、
石
巻

市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
交
流
会
を
通
じ
て
、「
地

域
の
復
興
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
し
た
い
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
、

子
ど
も
の
立
場
か
ら
話
し
合
い
ま

す
。

▽
対
象　

市
内
の
小
学
校
五
年
生

か
ら
高
校
生
二
十
人
程
度

▽
日
程　

八
月
八
日
（
水
）
～
十

日
（
金
）

▽
場
所　

湯
の
杜
ホ
テ
ル
志
戸
平

（
〒
０
２
５
ー
０
２
４
４
花
巻
市

湯
口
字
志
戸
平
）

※
市
内
に
集
合
し
、
会
場
に
は
バ

ス
で
向
か
い
ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
締
め
切
り　

七
月
二
十
五
日

（
水
）

※
申
し
込
み
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
先　

公
益
社
団
法
人
セ
ー

ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
（
☎
０
１
９
８
ー
６
８
ー

３
０
１
２
）

　

青
少
年
芸
術
鑑
賞
事
業
小
学
校

の
部
と
し
て
、
劇
団
う
り
ん
こ
の

公
演
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

・
七
月
十
日
（
火
）
午
前
九
時

四
十
五
分
、
午
後
二
時
の
二
回
公

演・
七
月
十
一
日
（
水
）
午
前
九
時

四
十
五
分

※
開
場
は
開
演
の
三
十
分
前
、
上

演
時
間
は
九
十
分
。

▽
会
場　

住
田
町
農
林
会
館
大
ホ

ー
ル

▽
一
般
来
場　

入
場
無
料
。
各
回

三
十
人
ま
で
（
先
着
順
）

◇

申

し

込

み
・

問

い

合

わ

せ　

生

涯

学

習

課
（

内

線

２
５
１
、２
５
５
）

　

現
在
、
米
崎
町
字
堂
の
前
地
内

で
実
施
し
て
い
る
発
掘
調
査
に
従

事
す
る
作
業
協
力
員
の
追
加
募
集

を
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

満
十
八
歳
以
上
で

六
十
五
歳
未
満
の
健
康
な
女
性

で
、
学
歴
・
経
験
不
問
。
屋
外
作

業
に
耐
え
ら
れ
る
人
。

▽
作
業
内
容　

屋
外
で
の
発
掘
作

業
全
般
、
測
量
補
助
な
ど

▽
雇
用
期
間　

本
年
十
二
月
ご
ろ

ま
で
を
予
定

▽
賃
金　

日
額
四
千
七
百
二
十
二

円
～
五
千
四
百
九
十
六
円
（
経
験

者
優
遇
）

・
勤
務
時
間　

午
前
九
時
～
午
後

四
時
（
休
憩
時
間
正
午
～
午
後
一

時
、
午
前
午
後
に
小
休
憩
）

▽
勤
務
日　

月
曜
～
金
曜
日
（
土

日
・
祝
日
・
お
盆
休
み
・
年
末
年

始
を
除
く
）

※
天
候
や
調
査
の
工
程
に
よ
り
休

み
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
一
カ
月
に
つ
き
十
八
日
以
下

の
勤
務
日
数
に
な
り
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

七
月
十
三
日
（
金
）

ま
で

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
を
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
２
６
１
）
ま
で
。

　

一
般
・
学
生
を
問
わ
ず
、
福
祉

の
職
場
に
関
心
の
あ
る
人
や
就
労

を
希
望
し
て
い
る
人
、
全
く
福
祉

の
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
歓

迎
し
ま
す
。

▽
日
時　

七
月
二
十
八
日(

土)
午
後
一
時
～
四
時
（
受
け
付
け
は

午
後
零
時
三
十
分
か
ら
）

▽
場
所　

両
磐
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
一
関
市
千
厩
町
）

▽
日
程

・
午
後
一
時　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

・
午
後
一
時
十
分
～
二
時　

就
職

に
役
立
つ
面
接
対
策
講
座

・
午
後
二
時
～
二
時
三
十
分　

事

業
所
の
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
（
三
～
四
事

業
所
）

・
午
後
二
時
三
十
分
～
四
時　

福

祉
の
し
ご
と
地
域
就
職
フ
ェ
ア
ｉ

ｎ
千
厩

※
希
望
す
る
人
に
は
求
職
活
動
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
社
会
福
祉
協
議

会
（
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）（
☎

０
１
９
ー
６
３
７
ー
４
５
２
２
）

ま
で
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
被
災
し

た
市
道
の
う
ち
、
約
六
十
箇
所
に

お
い
て
災
害
復
旧
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
道
路
の
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
五
月
の
豪
雨
に
よ
る
被

災
箇
所
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
災

害
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
間　

六
月
～
十
一
月
（
予
定
）

ささき　てんま
ちゃん

ささき　さなみ
ちゃん

参
加
し
ま
せ
ん
か

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
主
サ
ー
ク
ル

「
子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ
」

リ
ー
ダ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

募
集
し
て
い
ま
す

発
掘
作
業
協
力
員

福
祉
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

福
祉
の
し
ご
と
地
域
就
職
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
千
厩

劇
団
う
り
ん
こ

「
が
ら
ん
く
た
う
ん
ス
ト
ー
リ
ー
」
公
演

災
害
復
旧
工
事
に
伴
う

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ
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▽
場
所

・
矢
作
町　

清
水
、
大
嶋
部

・
横
田
町　

本
宿
、
釘
の
子
、
堂

の
沢
、
銭
洞
、
袋
沢
、
志
田
実
、

舞
出
、
宝
田
、
宇
南
沢
、
槻
沢
、

橋
の
上

・
竹
駒
町　

相
川
、
上
壺
、
上

細
根
、
下
壺
、
新
田
、
館
、
仲

の
沢

・
気
仙
町　

古
谷
、
湊
、
上
長
部

・
高
田
町　

栃
ヶ
沢
、
東
和
野

・
米
崎
町　

佐
野
、
川
内
、
地
竹
沢
、

松
峰
、
脇
の
沢
、
中
田
、
川
崎

・
小
友
町　

上
の
坊
、
唐
笠
松
、

唯
出
、
柳
沢
前
、
財
当
、
鳥
越
、

中
西
、
獺
沢
、
矢
の
浦
、
花

崎・広
田
町　

大
祝
、
大
陽
里
、
袖
野
、

蒲
田
、
根
岬
、
長
船
崎
、
六
ヶ
浦
、

谷
地
、
羽
根
穴
、
大
陽

　

森
林
は
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
資

産
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
水
源

か
ん
養
や
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
公
共
財

で
も
あ
り
、
地
域
社
会
に
と
っ
て

重
要
な
資
源
で
す
。
森
林
を
適
切

に
維
持
管
理
す
る
た
め
に
、
伐
採

届
の
提
出
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

自
分
で
伐
採
す
る
と
き
は
、
森

林
所
有
者
が
、
業
者
に
伐
採
を
依

頼
（
販
売
）
す
る
と
き
は
、
森
林

所
有
者
と
業
者
と
の
連
名
で
伐
採

す
る
前
に
、
市
長
に
伐
採
届
を
提

出
し
ま
し
ょ
う
。

▽
届
出
時
期　

実
際
に
伐
採
を
始

め
る
九
十
日
か
ら
三
十
日
前
ま

で
。

▽
届
出
先　

農
林
課

　

詳
し
く
は
、
同
課
林
政
係
（
内

線
４
０
３
）
ま
で
。

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
共
に
支
え
合
っ
て
暮
ら
す

「
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し

て
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
綴
っ

た
「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」

と
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

国
民
の
理
解
を
広
め
る
た
め
の

「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」
を

募
集
し
ま
す
。

【
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
】

・
募
集
テ
ー
マ　

出
会
い
、
ふ
れ

あ
い
、
心
の
輪
ー
障
が
い
の
あ
る

人
と
な
い
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い

体
験
を
広
げ
よ
う
ー
（
題
名
は
自

由
）

・
応
募
資
格　

小
学
生
以
上(

特

別
支
援
学
校
の
小
学
部
、
中
学
部

お
よ
び
高
等
部
の
児
童
生
徒
を
含

む)

【
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
】

・
募
集
テ
ー
マ　

障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
能
力
を

発
揮
し
て
安
全
に
安
心
し
て
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
（
高
齢
者
や

子
育
て
中
の
人
な
ど
も
含
め
、
皆

が
互
い
の
違
い
を
認
め
、
支
え
合

う
社
会
に
つ
い
て
描
く
こ
と
も

可
）

・
応
募
資
格　

小
学
生
お
よ
び
中

学
生
（
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部

お
よ
び
中
学
部
の
児
童
生
徒
を
含

む
）

・
最
優
秀
賞
に
選
定
し
た
作
品
一

点
を
内
閣
府
が
作
成
す
る
「
障
害

者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」
の
原
画
と

し
て
使
用
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

七
月
二
日
（
月
）

～
九
月
三
日
（
月
）

　

詳
し
い
応
募
方
法
や
問
い
合

わ
せ
は
、
県
保
健
福
祉
部
障
が

い
保
健
福
祉
課
（
☎
０
１
９
ー

６
２
９
ー
５
４
４
９
）
、
ま
た
は
、

「
心
の
輪
を
広
げ
る
障
害
者
理
解

促
進
事
業
」
事
務
局
（
☎
０
３

ー
３
５
６
１
ー
６
６
８
８
）
ま

で
。

▽
試
験
日
時　

十
月
二
十
八
日

（
日
）
午
前
十
時

▽
試
験
会
場　

岩
手
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
ピ
オ
、
盛
岡
大
学

▽
申
込
手
続

・
試
験
案
内　

長
寿
社
会
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

・
受
付
期
間　

七
月
十
七
日
（
火
）

～
三
十
日
（
月
）

・
受
験
資
格　

保
健
・
医
療
・
福

祉
分
野
で
五
年
以
上
か
つ
九
百
日

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

財
団
法
人
岩
手
県
長
寿
社
会
振
興

財
団
（
☎
０
１
９
ー
６
２
９
ー

２
３
０
０
）

　

医
療
や
介
護
、
福
祉
・
行
政
職
、

家
族
な
ど
、
失
語
症
の
人
と
接
す

る
機
会
の
あ
る
人
、
失
語
症
の
人

の
会
話
を
支
援
し
た
い
人
（
失
語

症
会
話
パ
ー
ト
ナ
ー
）、
失
語
症

の
正
し
い
知
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
を
、
言
語
聴
覚
士

と
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

八
月
五
日
（
日
）
午
前

十
時
～
午
後
四
時
（
昼
食
休
憩
正

午
か
ら
午
後
一
時
を
は
さ
み
ま

す
。
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
）

▽
会
場　

大
船
渡
市
民
交
流
館
・

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

▽
参
加
費　

無
料

▽
締
め
切
り　

七
月
二
十
日
（
金
）

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
連
絡
先　

気
仙
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ

ー
（
気
仙
苑
内
）（
☎
０
８
０
ー

２
８
１
５
ー
８
０
０
３
）

　

男
女
と
も
に
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
が
で
き
る
働
き
方
の
実
現
を

め
ざ
し
、
平
成
二
十
二
年
に
育
児
・

介
護
休
業
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

七
月
一
日
か
ら
、
次
の
制
度
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
適
用
が
猶
予

さ
れ
て
い
た
従
業
員
数
百
人
以
下

の
企
業
に
も
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
面
施
行
に
合
わ
せ
て
、

就
業
規
則
の
改
定
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

▽
適
用
さ
れ
る
制
度　

育
児
短
時

間
勤
務
制
度
（
一
律
六
時
間
と
す

る
こ
と
）、
育
児
所
定
外
労
働
の

制
限
、
介
護
休
暇

　

詳
し
く
は
、
岩
手
労
働
局
雇
用

均
等
室
（
☎
０
１
９
ー
６
０
４
ー

３
０
１
０
）
ま
で
。

　

従
業
員
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立

支
援
に
取
り
組
む
事
業
主
や
事
業

主
団
体
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て

「
両
立
支
援
助
成
金
」（
五
つ
の
コ

ー
ス
）
が
あ
り
ま
す
。

▽
コ
ー
ス
の
種
類

・
初
め
て
育
児
休
業
終
了
者
（
平

成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
ま
で
終

了
）
が
出
た
場
合

・
初
め
て
育
児
休
業
終
了
者
（
平

森
林
の
適
切
な
維
持
管
理
の
た
め
に

森
林
の
伐
採
に
は
届
け
出
を

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
と

　
　
　

障
害
者
週
間
ポ
ス
タ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か

県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う

失
語
症
の
理
解
と
ケ
ア
の
実
践
講
座

全
面
施
行
さ
れ
ま
す

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
し
ま
す

両
立
支
援
助
成
金



⑮

◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　小　林　蒼
そ

　羅
ら

（片地家・文也・5/25）

横田　佐　藤　倫
りん

　人
と

（久連坪・浩二・5/13）

竹駒　…

気仙　佐々木　奏
かな

　海
た

（双六・清一・5/11）

　　　村　上　統
とう

　哉
や

（牧田・訓・5/24）

　　　藤　原　　　岳
がく

（中堰・知也・6/7）

髙田　吉　田　汰
たい

　智
ち

（長砂・信也・5/31）

　　　菅　野　　　煌
きら

（山苗代・育磨・6/7）

米崎　…

小友　…

広田　鳥　居　心
し

　保
ほ

（長洞・優希・5/15）

　　　佐々木　莉
り

　来
ら

（後浜・俊・5/18）

　　　菅　野　す　ず（前花貝・幸弘・5/28）

　　　長　野　龍
り

　玖
く

（久保・喜信・6/5）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　佐々木　　　哲（神明前・85・5/16）

　　　村　上　久美子（元屋敷・63・5/28）

　　　髙　橋　三　枝（山崎・82・6/5）

横田　畠　山　重　男（狩集・86・5/28）

　　　渡　邊　チヨ子（袋沢・86・6/4）

竹駒　菅　野　金太郎（赤畑・77・6/11）

　　　熊　谷　仁　克（仲の沢・39・6/14）

気仙　小　澤　浪　子（愛宕下・79・H23．3/11）

　　　松　田　菊三郎（二日市・84・5/18）

　　　遠　野　拓　治（福伏・79・6/14）

髙田　菅　野　　　代（東和野・86・5/21）

　　　柴　田　フ　キ（東和野・87・5/21）

　　　佐々木　　　潔（中和野・81・5/23）

　　　佐々木　八　雄（鳴石・80・5/26）

　　　荻　野　京　子（東和野・79・6/4）

　　　熊　谷　文　男（鳴石・82・6/8）

　　　菅　野　良　子（栃ヶ沢・58・6/14）

米崎　…

小友　佐々木　二三男（柳沢・63・5/20）

　　　及　川　マシミ（上新田・99・5/23）

　　　荒　木　惠五郎（谷地館・70・5/24）

広田　村　上　英　子（大久保・76・5/30）

　　　藤　井　ヨロシ（大久保・79・6/13）

慶  弔（届出日：5/16 ～ 6/15）

成
二
十
三
年
十
月
一
日
以
後
終

了
）
が
出
た
場
合

・
育
児
休
業
者
の
代
替
社
員
を
雇

用
し
た
場
合

・
育
児
・
介
護
休
業
者
に
教
育
訓

練
を
し
た
場
合

・
初
め
て
育
児
短
時
間
勤
務
の
利

用
者
が
出
た
場
合

　

詳
し
く
は
、
岩
手
労
働
局
雇
用

均
等
室
（
☎
０
１
９
ー
６
０
４
ー

３
０
１
０
）
ま
で
。

▽
期
日　

七
月
十
四
日
（
土
）
～

十
五
日
（
日
）

▽
場
所　

竹
駒
コ
ミ
セ
ン

▽
参
加
費　

無
料
（
陸
前
高
田
市
、

大
船
渡
市
、
住
田
町
、
気
仙
沼
市

在
住
の
人
に
限
る
）

▽
内
容

【
十
四
日
（
土
）】

・
午
後
一
時
三
十
分　

ス
ペ
シ
ャ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン　

「
被
災
地
か
ら

見
た
文
明
国
ニ
ッ
ポ
ン
（
仮
題
）」

・
午
後
三
時
十
五
分　

復
興
ま
ち

づ
く
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
午
後
五
時　

復
興
事
業
を
考
え

る
講
座

・
午
後
七
時　

夜
塾
（
懇
親
会
）

【
十
五
日
（
日
）】

・
午
前
九
時
三
十
分　

復
興
の
考

え
方
を
学
ぶ
教
室

・
午
前
十
一
時　

日
本
（
東
北
）

再
生
宣
言　

田
村
滿
氏

・
午
前
十
一
時
三
十
分　

ウ
ク
レ

レ
＆
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
に

よ
る
演
奏
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

・
午
後
一
時　

食
後
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
ヨ
ガ

・
午
後
二
時　

糸
井
さ
ん
と
ゆ
っ

く
り
話
そ
う
！
（
仮
題
）
糸
井
重

里
氏
ほ
か

　

詳
し
く
は
、
な
つ
か
し
い
未

来
創
造
株
式
会
社
（
☎
０
３
ー

５
７
７
５
ー
７
６
７
０
）
ま

で
。

　

気
仙
歯
科
医
師
会
で
は
、
歯
科

の
訪
問
診
療
や
往
診
な
ど
の
相

談
・
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
気

仙
歯
科
医
師
会
の
事
務
局
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

「
入
れ
歯
が
壊
れ
た
が
、
交
通

手
段
が
な
い
の
で
通
院
で
き
な

い
」「
寝
た
き
り
で
歯
科
医
院
に

連
れ
て
行
け
な
い
」
な
ど
、
歯
科

に
関
す
る
相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
事
務
局
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
気
仙
歯
科
医
師
会

事
務
局
（
☎
２
７
ー
５
５
３
５
）

ま
で
。

　

市
は
、
六
月
中
旬
か
ら
高
齢
者

や
障
が
い
者
を
は
じ
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
支
援
を
必
要
と
す
る

人
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　

各
世
帯
を
訪
問
し
て
い
る
の
は

Ｊ
Ｄ
Ｆ
（
い
わ
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
、
将
来

に
望
む
こ
と
な
ど
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
今

後
の
障
が
い
福
祉
計
画
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳

し

く

は
、

社

会

福

祉

課

障

が

い

福

祉

係
（

内

線

２
３
１
、２
３
２
）
ま
で
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
公

共
施
設
等
の
解
体
工
事
を
、
七
月

上
旬
よ
り
開
始
し
ま
す
。
今
回
解

体
す
る
は
高
田
町
内
の
県
立
高
校

用
教
員
住
宅
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
大
型
車
両
の
通

行
や
騒
音
な
ど
に
よ
り
、
皆
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
他
の
建

物
に
つ
い
て
も
順
次
、
解
体
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

は
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
建
設
課
道
路
河
川

係
（
内
線
４
７
０
）、
市
民
環
境

課
環
境
安
全
係
（
内
線
１
３
４
）

ま
で
。

Ｊ
Ｄ
Ｆ
（
い
わ
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

戸
別
訪
問
を
実
施
中

気
仙
医
師
会
か
ら

歯
科
訪
問
診
療
な
ど
の
相
談
受
付

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
い
ま
」
が
分
か
る

東
北
復
興
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ

７
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す

公
共
施
設
等
解
体
工
事
の
お
知
ら
せ



数字で見る陸前高田市

２０１２年（平成２４年）　７月１日号　⑯

市内の火災救急活動（５月）
（　）は 1 月からの累計

市の人口（５月３１日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（５月）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物

◆林野・その他

◆出動件数

◆搬送人員

４件
２４件
４人
０人
０人

１０，０１５人
１０，７４１人
２０，７５６人

７，４６０世帯

０件

１件

６５件

６３人

（１７件）
（１５７件）
（１９人）
（  １人）
（  ０人）

（－１９）
（－２０）
（－３９）

（ － ５）

（  ２件 ）

（  ４件）

（３１７件）

（３２４人）
※前年同月との比較（前年度実績なし）
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震
災
発
生
当
時
の
様
子
は
テ
レ
ビ

で
見
ま
し
た
が
、「
大
変
な
こ
と
に
な

っ
た
」
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で

し
た
。
昨
年
の
九
月
に
視
察
で
陸
前
高

田
市
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
実
際
に
現
地

に
来
て
み
る
と
、
テ
レ
ビ
に
は
映
ら
な

い
過
酷
な
現
実
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

一
関
市
経
由
で
矢
作
町
か
ら
市
街
地

に
向
か
っ
て
き
た
と
き
、
海
が
見
え
な

い
と
こ
ろ
ま
で
が
れ
き
が
散
乱
し
て

お
り
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
津
波
が

来
た
の
か
」
と
驚
き
ま
し
た
。

　

今
年
三
月
上
旬
に
陸
前
高
田
市
派

遣
の
打
診
が
あ
り
、
当
時
妻
が
臨
月
を

迎
え
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
と
相
談
し

一
年
間
の
派
遣
を
即
決
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、
周
り
の
住
民
の
方
々
に
た
い
へ

ん
良
く
し
て
も
ら
い
、
あ
り
が
た
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
約
三
カ
月

間
働
い
て
み
て
、
多
く
の
人
が
被
災
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
さ
ん

が
前
向
き
に
事
業
を
再
開
さ
れ
、
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
こ
の
一
年
間
で
地
元
の
人
と
ふ

れ
あ
い
、
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
聞
き
、

出
会
い
を
自
分
の
財
産
と
し
、
一
職
員

と
し
て
ま
ち
の
復
興
に
役
立
ち
た
い
。

　

昔
の
ま
ち
の
面
影
を
残
し
つ
つ
も
、

多
く
の
人
が
集
う
ま
ち
に
復
興
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

派
遣
職
員
紹
介
⑨

上
　
田

　
哲

　
也 

さ
ん

商
工
観
光
課　

主
任

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

上　

田　

哲　

也
（
う
え
だ　

て
つ
や
）

　

佐
賀
県
武
雄
市
（
旧
山
内
町
）
出
身
。
大
学
を
卒
業
後
、
旧
山
内
町
役
場
に
入
庁
。
平
成
十
八
年
、

合
併
に
よ
り
武
雄
市
職
員
と
な
り
、
一
貫
し
て
土
木
、
下
水
畑
を
歩
む
。
本
市
に
派
遣
後
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
、
全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
事
務
局
、
観
光
案
内
、
旧
矢
作
小
学
校
簡
易
宿
泊
施
設
の

開
設
準
備
な
ど
に
従
事
。
全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
イ
ベ

ン
ト
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
派
遣
直
前
の
今
年
三
月
末
に
、
待
望
の
第
一
子
が
誕
生
し
、

最
近
で
は
奥
さ
ん
か
ら
毎
日
送
ら
れ
て
く
る
娘
の
写
真
を
見
る
の
が
楽
し
み
。


